
 

平成１８年度当初予算 施策別概要 

 
 

                   53301 地域の個性を生かした流域圏づくり 

                                     （地域振興部） 

  （主担当部局：地域振興部）    53302  宮川流域ルネッサンス事業の推進 

（地域振興部） 

＜施策の目的＞ 

 （対象）一級河川７流域をはじめとする県内の流域が 

 （意図）流域全体で地域の環境を大切にして、活性化している 

 

＜施策の数値目標＞ 

目 標 項 目  Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 

目標値   ８４．１  ８４．３ ８６．２ ８７．６ きれいな水質を保持

している一級河川の

割合（10 ヶ年平均）  

（％） 

実績値   ８４．１ ８４．９ ８７．０  

※・県内の一級河川水系のうち、水質調査を定期的に行う調査地点のなかで、ＢＯＤ（生物

化学的酸素要求量）値が、環境基準（２mg／L 以下）に定めるＡＡランクまたはＡラン

ク相当値を達成している地点の割合（10 か年平均） 

・平成 18 年度の目標値は、平成 19 年度の春に把握できる最新のデータである平成 17 年度

の実績数値により測ることとします。 

 

＜平成１８年度に残っている課題＞ 

① 宮川流域ルネッサンス事業については、第２次実施計画に基づく地域の自立的な取組を一層

促進するとともに、次期実施計画を策定する必要があります。 

 

② 宮川流域エコミュージアム事業については、流域案内人の自主的な活動を一層促進する必要

があります。 

 

③ 宮川以外の流域圏においても、流域圏づくりの取組を活性化させる必要があります。 

 

＜平成１８年度の施策の取組方向＞ 

① 宮川流域ルネッサンス事業については、地域の自立的な取組を促進するため、円卓会議の場 

を活用して、流域の住民と行政の建設的な議論を深めるとともに、住民・企業・行政が協働し

て流域を巡る課題の解決に向けた具体的な取組を進める第３次実施計画を策定していきます。 

 

② 宮川流域エコミュージアム事業については、流域案内人の自主的な活動を促進するとともに、

市町との連携により拠点を整備するなど、地域への定着を図っていきます。また、この取組を

全国に向け引き続き情報発信していきます。 

 

 

５３３ 流域圏づくりの推進 



 

③ 宮川以外の流域圏においても「夏の鈴鹿川探検」などの様々な取組が行われており、情報交

換会を開催し、流域間の交流を促進していきます。 

 

＜主な事業＞ 

① 日本一の宮川をみんなで守ろう！推進事業費 

【基本事業名：53302 宮川ルネッサンス事業の推進】 

  当初予算額：⑰ １１，２５８千円 → ⑱ ９，２７０千円 

  事業概要：平成１４、１５、１６年と３年連続して水質全国１位となった清流宮川を守るた

め、水問題、環境保全、地域振興といった課題を、上流から下流まで一体的にと

らえ、住民と行政が協働し、総合的に解決を図る宮川流域ルネッサンス事業を推

進します。 

 
② 宮川流域エコミュージアム流域案内人養成事業費 

【基本事業名：53302 宮川ルネッサンス事業の推進】 

  当初予算額：⑰ ８，０００千円 → ⑱ ８，０００千円 

  事業概要：地域の環境を保全しつつ、地域の資源を活用して自立的な地域づくりを進める宮

川流域エコミュージアムの核になる宮川流域案内人の育成や資質向上を支援し、

住民主導の体制確立を促進します。 

 
③ 宮川流域エコミュージアム整備事業費【基本事業名：53302 宮川ルネッサンス事業の推進】 

  当初予算額：⑰ １２，０００千円 → ⑱ ７，０００千円 

  事業概要：宮川流域エコミュージアムを多くの住民が参画しやすくするため、宮川流域案内

人と連携を図り、既存施設の改修等、市町村が行う基盤整備を支援し、全国的に

注目されるエコミュージアムづくりを進めます。 

 

④（新）「想いをかたちに」プロジェクト事業費 

【基本事業名：53302 宮川ルネッサンス事業の推進】 

  当初予算額：⑰  － 千円 → ⑱ ３，５００千円 

  事業概要：宮川流域の多様な主体が連携して取り組み、地域の文化力を向上させる「想いを

かたちに」プロジェクト事業を支援し、地域主導の自立的な取組を立ち上げ推進

を図ります。 


